
我が国の資金の流れの概観
（2009年3月末）

預金取扱機関 単位：兆円

金融資産 金額 比率 金融負債 金額 比率

貸出金 659 45% 現預金 1,136 77%

国債･国庫短期証券 309 21% 借入金 164 11%

現預金 162 11% 株式･出資金 56 4%

海外証券 53 4% 事業債･金融債･CP 33 2%

地方債・政府関係機関債 50 3%

株式･出資金 35 2%

事業債 33 2%

ＣＰ 5 0%

その他 162 11% その他 76 5%

合計 1,467 100% 合計 1,467 100%

投資信託

金融資産 金額 比率 金融負債 金額 比率

海外証券 33 42% 投信受益権 72 90%

株式･出資金 13 17%

国債･国庫短期証券 10 13%

貸出金 4 5%

ＣＰ 1 2%

事業債 1 2%

その他 16 20% その他 8 10%

合計 80 100% 合計 80 100%

保険

金融資産 金額 比率 金融負債 金額 比率

国債･国庫短期証券 140 39% 借入金 8 2%

貸出金 62 17% 株式･出資金 15 4%

海外証券 44 12% 保険準備金 220 61%

地方債・政府関係機関債 39 11% 未払金 33 9%

株式･出資金 21 6%

事業債 17 5%

現預金 6 2%

その他 32 9% その他 86 24%

合計 362 100% 合計 362 100%

年金

金融資産 金額 比率 金融負債 金額 比率

国債･国庫短期証券 106 40% 年金準備金 96 36%

海外証券 51 19%

株式･出資金 29 11%

地方債・政府関係機関債 19 7%

事業債 13 5%

現預金 8 3%

貸出金 7 3%

その他 32 12% その他 169 64%

合計 265 100% 合計 265 100%

（資料）日本銀行「資金循環統計」

・銀行等の資金調達に占める
　預金の割合は8割程度と高
　い。

・家計の金融資産の過半を現預金が占める。

・株式･出資金及び投信の比率は、合計でも
　1割未満。

・投資信託、保険、年金では、国債や海外証券
　への投資の割合が合わせて5-6割。

・株式･出資金及び事業債への投資は合計しても
　1-2割程度。

・直接市場のうち事業債・ＣＰなどを通じた企業
　部門（非金融法人）への資金流入は多くない。

・事業債・ＣＰ市場における預金取扱機関の保有
　シェアは高い。

・国債や地方債などに資金が多く流入。

・海外証券へ300兆円超の投資。

家計

金融資産 金額 比率 金融負債 金額 比率

現預金 786 56% 借入金 315 22%

年金･保険 393 28%

株式･出資金 85 6%

投信受益証券 47 3%

国債･国庫短期証券 36 3%

海外証券 6 0%

その他 56 4% その他 1,094 78%

合計 1,409 100% 合計 1,409 100%

・預金取扱機関の金融資産のうち貸出は約半分を占
　め、企業部門（非金融法人）の資金調達において
　主要な手段となっている。

全部門の金融資産合計

現預金 1,252兆円

ローン 1,390兆円 (100.0%)

　うち非金融法人借入分 386兆円 ( 27.8%)

　　　家計借入分 315兆円 ( 22.7%)

　　　一般政府借入分 174兆円 ( 12.5%)

　　　預金取扱機関借入分 164兆円 ( 11.8%)

国債･国庫短期証券 798兆円

地方債・政府関係機関債 138兆円

事業債 68兆円 (100.0%)

　うち預金取扱機関保有分 33兆円 ( 47.9%)

　　　保険保有分 17兆円 ( 25.0%)

　　　年金保有分 13兆円 ( 19.7%)

ＣＰ 14兆円 (100.0%)

　うち預金取扱機関保有分 5兆円 ( 34.9%)

　　　非金融法人保有分 4兆円 ( 30.1%)

　　　投資信託保有分 1兆円 ( 11.0%)

株式（上場株式） 265兆円 (100.0%)

　うち非金融法人保有分 69兆円 ( 26.1%)

　　　海外保有分 63兆円 ( 23.6%)

　　　家計保有分 54兆円 ( 20.4%)

　　　年金保有分 26兆円 (  9.9%)

　　　保険保有分 18兆円 (  6.6%)

　　　預金取扱機関保有分 16兆円 (  6.0%)

　　　投資信託保有分 13兆円 (  5.0%)

出資金（非上場株式） 225兆円

海外証券 317兆円

平成21年10月１日
金融庁　総務企画局

資料３ー１

 1


